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被　服　119

衣 料 用 豚 革 （ ス エ ー ド ）･の 性 状 に 関 す る 一 考 察

昭 和 女 大 短 大　 ○ 菊･地 美 知 子　 土 井 厚 美　 岡 村 浩

目 的　 各a 衣 料 革 の 中 で 、 豚 皮 は 国 内 で 生 産 さ れ る 唯 一 の 皮 で あ り 。 比 較 的 廉 価 に 入 手

で き る に も か か わ ら ず 、 従 来 の 豚 革 に 対 す る 風 合 い 、 剛 軟 性 に 関 す る 通 説 に よ り 、 衣 料 用

革 と し て の 需 要 が 少 な い 。 そ こ で 、 豚 革 に つ い て 被 服 の 最 終 製 品 に 要 求 さ れ る 外 観 上 の 形

態 の 美 し さ に 寄 与 す る 諸 特 性 の 中 で 、 特 に 剛 軟 性 、 曲 げ 反 ぱ つ 性 に つ い て 検 討 し た 。

方 法　 試 料 は 、 同 一 条 件 で｡製 造 さ れ た 衣 料 用 豚 革 （ ス エ ー ド ）20  枚 を 用 い た 。J！S に 準

じ て 、 化 学 分 析 、 吸 放 湿 度 を 測 定 し た 。　背 線 の 位 置 でhead か5>   t al 1ま で を 、y等 分 し 、head

よ り 左 右 にA  ■ B ･ Ｃ ブ ロ ッ ク と し 、 さ ら に 、 各 ブ ロ ッ ク の2 等 分 し た 線 と 、 そ の 部 分 の 幅

の2 等 分 し た 線 が 交 差 し た 点 を 中 心 に 、JI  S L 1096 に 準 じ 、 ド レ ー プ 測 定 用 試 料 を 採 取 し

た 。 温 度25 ±3      °Cヽ 湿 度1  6±2     % 、65 ±2    % 、88 ±^       /aの 、y条 件 下 で 、 各 試 験 片 に つ ’い て

厚 さ 、 質 量 、 見 掛 比 重 、 ド レ ー プ を 測 定 し 、 平 面･･ 側 面 ド レ ー プ 係 数 を 重 量 法 で 算 出 し た。

さ ら に 、 同 試 験 片 を 使 用 し ス ラ イ ド 法 、 ガ ー レ 法 に よ り 測 定 し た 。

結 果　 各 湿 度 条 件 下 で 、 厚 さ 、 質 量 は 、 Ｂ・ Ａ・ Ｃ ブ ロ ッ ク の 順 に 値 が 大 で あ り 、 見 掛 比

重 は 、 Ａ・ B ･ Ｃ ブ ロ ッ ク の 順 に 値 が 大 で あ る 。 各 ブ ロ ッ ク と も 、 質 量 に 湿 度 の 影 響 が 認 め

ら れ た 。 平 面 ・ 側 面 ド レ ー プ 係 数 は 、 同 じ 傾 向 で あ る 。 各 湿 度 条 件 下 で 、 Ａ・ B ･ Ｃ ブ ロ ッ

ク の 順 で ド レ ー プ 係 数 が 大 き く 、 こ れ は 、 曲 げ こ わ さ と 自 重 に よ る 垂 下 状 態 が 小 さ い こ と

を 示 す 。 ま た 、 各 ブ ロ ッ ク で 、 乾 燥 状 態 で の ド レ ー プ 係 数 が も っ と も 大 き く 、 剛 軟 性 、 曲

げ 反 ぱ つ 性 と も に 湿 度 の 影 響 が 認 め ら れ た 。
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